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今月の表紙
４月20日、佐須地区にオープンした
観光農園「チューリップ・花農園」。
ふくしま未来研究会、ホクショー、地
域創造研究所が共同で取り組む「飯舘
村農地再生フラワーガーデンプロジェ
クト」の一環。46種類・約25万本の
チューリップが一面に広がります。開
園は５月９日までで期間内は無休。午
前10時から午後４時まで入園できま
す。村外からも多くの人が訪れていま
した。問い合わせはホクショー飯舘事
務所（☎0244-26-6244）まで。

今月の話題「大倉地区のお浜下り」
特集「飯舘村ライスセンター」
飯舘百景「いいたて春爛漫」

お知らせ「行政区長・副区長会議」ほか

お知らせ「村の新しい顔」
学びの広場「入学式・入園式」

いいたて便り

話題のパレット

そのこころはっ／ふれ愛館だより

おしらせのページ

入札結果

いいたてDIARY／ラオス通信。

ふるさと資源／ひとのうごき
わくわくNEWS／飯舘言葉の達人

  2

  4

  6

  8

  9

10 

12 

14 

15

16

17

18

19

20

　
浜
通
り
11
市
町
村
に
伝
わ
る
祭
礼

「
浜
通
り
の
お
浜
下
り
」は
昨
年「
記

録
す
べ
き
国
無
形
民
俗
文
化
財
」に

選
定
さ
れ
、今
後
詳
し
い
調
査
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。村
の

「
お
浜
下
り
」は
か
つ
て
三
社
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
も
続
く
の
は

大
倉
地
区
の
み
で
す
。大
倉
地
区
の
皆

さ
ん
は
、原
発
事
故
の
前
年
ま
で
、毎

年
、大
倉
山
津
見
神
社
か
ら
、南
相
馬

市
鹿
島
区
の
海
老
浜
ま
で
神
輿
を
運

ぶ「
お
浜
下
り
」を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は一部
の
区
間
以
外
は
神
輿
を
軽

地
域
が
守
り
伝
え
る

 

「
お
浜
下
り
」

 

の
伝
統

は
ま 

く
だ

４
月
18
日
、
大
倉
山
津
見
神
社
で
春
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
下
って
い
た
そ
う
で

す
。道
中
で
は
決
ま
っ
た
場
所
で
神
様

を
休
ま
せ
、太
鼓
を
た
た
き
、短
い
神

楽
を
踊
り
ま
す
。浜
で
神
事
を
行
っ
た

後
は
、鹿
島
御
子（
み
こ
）神
社
を
経
て

一泊
し
、翌
日
大
倉
に
戻
り
ま
す
。　

　
震
災
後
は「
お
下
が
り
」を
休
止
し

神
事
の
み
を
継
続
。復
活
を
模
索
す

る
中
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

今
年
も
神
社
で
の
祭
礼
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
中
で
も
神
社
に
は
多
く
の
人

が
集
い
、「
お
下
が
り
」の
話
題
に
な
る

と
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

浜に下りて神事を行う歴史ある祭礼です

　地区の皆さんが協力して、
「お浜下り」は続いてきまし
た。震災後は浜の方の津波
被害とその悲しみを思い、「お
下がり」を見合わせ、神事だけ
を続けてきました。また昨年と
今年は新型コロナの影響で
実施ができませんでしたが、コ
ロナ禍が収まれば、浜の方の
様子も見ながら、「お下がり」も
再開できればと考えています。
若い人へどう伝えていくか、つ
ないでいくかが課題ですね。

つないできた祭礼を大切に伝えていきたい

郡 之雄 さん （大倉）

伝承によれば姫君の供を
した桑折忠左衛門の子孫
が改名し郡家になったと
言われています。代々総
代を務めています。

海老浜で榊を海水に浸し神輿に振りかけます。写
真は昭和期の資料。「懐かしいなあ」の声が上が
りました。真野ダム建設前は120戸あり３班に分か
れて当番制で「お下がり」を行っていたそう。

※「
お
は
ま
お
り
」と
も
呼
ば
れ
ま
す

今月
の話
題

vol.
13

お札と手作りの花は「お下がり」の道中、各地の
人々にも分けられ、そこで受け取る「お下がり
物」が宿代になりました。翌日戻ると、持ち寄っ
たご馳走を食べ、地元の人もお札と花を持ち帰り
ます。今年の祭礼では串に刺した白い団子が振る
舞われ、地区の方から「食べると風邪をひかない
と言うんだよ」と教えていただきました。

応永13年（1406年）に真野と山中の両郷を領し
た岩松蔵人義政。所領は没後、家臣の反逆によ
り相馬家のものとなり、混乱の中、身ごもって
いた姫君が大倉に逃れ、現在の「姫ケ崎」で出
産しましたが、母子ともに死去しました。悲劇
を悼みこの姫が持っていた岩松家の持仏・十六
善神の４柱を祭ったのが大倉山津見神社の始ま
りとされています。その後火事で焼失し現存す
る４柱は火事以降のものと伝わります。義政が
烏浜から下海老に上陸したという故事に因み、
その地に「お下がり」を行っています。

（参考：大倉部落史／相馬家資料及び口伝による）
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